
資金運用収支

　資金運用収益

　資金調達費用

役務取引等収支
　役務取引等収益
　役務取引等費用

その他業務収支
　その他業務収益
　その他業務費用

業務粗利益

業務粗利益率

（単位：百万円）
●業務粗利益

●国内業務部門

●資金運用・調達勘定平均残高、利息、利回り

資金運用勘定

　うち貸出金
　　　商品有価証券
　　　有価証券
　　　コールローン
　　　預け金

資金調達勘定
　うち預金
　　　譲渡性預金
　　　コールマネー
　　　借用金

（単位：百万円）

損益の状況

　

　
　
　
　
　

　
　

△ 　
　

平成28年9月中間期

平均残高 利息 利回り

（ ） （ ）

△

平成28年9月中間期

国内業務部門 国際業務部門 合　計

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

平成27年9月中間期

平均残高 利息 利回り

（ ） （ ）

平成27年9月中間期

国内業務部門 国際業務部門 合　計

（注）１．資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（平成27年9月期443,721百万円、平成28年9月期458,137百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高
　　　　（平成27年9月期2,926百万円、平成28年9月期2,878百万円）および利息（平成27年9月期0百万円、平成28年9月期0百万円）を、それぞれ控除して表示しており
　　　　　ます。
　　　2.（　）内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高および利息（内書き）であります。

（注）1. 国内業務部門は円建取引、国際業務部門は外貨建取引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定分等は国際業務部門に含めております。
　　　2. 資金調達費用は金銭の信託運用見合費用（平成27年9月期0百万円、平成28年9月期0百万円）を控除して表示しております。
　　　3. 資金運用収益および資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息であります。

　　　4. 業務粗利益率＝　　　
業務粗利益

　　　　　　　　　　　　
──────────　─────────

　　　　　　　　　　　　資金運用勘定平均残高
×
　　　　　　　　　

×100　　　

　　　5. 当行は特定取引勘定非設置行であるため、特定取引収支は該当ありません。

年間日数（365日）
期中日数（183日）
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資金運用勘定
　うち貸出金
　　　商品有価証券
　　　有価証券
　　　コールローン
　　　預け金

資金調達勘定
　うち預金
　　　譲渡性預金
　　　コールマネー
　　　債券貸借取引受入担保金
　　　借用金

（単位：百万円）
●合計

●国際業務部門

資金運用勘定
　うち貸出金
　　　有価証券
　　　コールローン

資金調達勘定

　うち預金
　　　コールマネー
　　　債券貸借取引受入担保金
　　　借用金

平成28年9月中間期

平均残高 利息 利回り

（ ） （ ） 　

平均残高 利息 利回り

平成28年9月中間期

平成27年9月中間期

平均残高 利息 利回り

（ ） （ ） 　

平均残高 利息 利回り

平成27年9月中間期

（単位：百万円）

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（平成27年9月期444,051百万円、平成28年9月期458,494百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高
　　　　（平成27年9月期2,926百万円、平成28年9月期2,878百万円）および利息（平成27年9月期0百万円、平成28年9月期0百万円）を、それぞれ控除して表示しており
　　　　 ます。
　　　2. 国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高および利息は、相殺して記載しております。

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（平成27年9月期330百万円、平成28年9月期357百万円）を控除して表示しております。
　　　2. (　)内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高および利息（内書き）であります。
　　　3. 国際業務部門の外貨建取引の平均残高は月次カレント方式（前月末TT仲値を当該月のノンエクスチェンジ取引に適用する方式）により算出しております。 
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受取利息
　うち貸出金
　　　商品有価証券
　　　有価証券
　　　コールローン
　　　預け金

支払利息
　うち預金
　　　譲渡性預金
　　　コールマネー
　　　借用金

受取利息
　うち貸出金
　　　有価証券
　　　コールローン

支払利息
　うち預金
　　　コールマネー
　　　債券貸借取引受入担保金
　　　借用金

△ 
△ 

△ 

△ 
△ 
△ 

△ 
△ 
△ 

△ 
△ 
△ 
△ 

△ 

△ 
△ 

△ 
△ 
△ 

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 

（単位：百万円）

（注）残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。

●国内業務部門
●受取・支払利息の分析

●国際業務部門

（注）残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。

△ 

△ 

△ 

△ 

残高による増減 利率による増減 純増減

平成28年9月中間期

残高による増減 利率による増減 純増減

平成28年9月中間期

（単位：百万円）

（単位：百万円）

△ 

 
△ 

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 

△ 
△ 

 
 

 

△ 

△ 
△ 

 
 

 

残高による増減 利率による増減 純増減

平成27年9月中間期

残高による増減 利率による増減 純増減

平成27年9月中間期

●合計

△ 

△ 
△ 

 
△ 

△ 
△ 

 

△ 
△ 
△ 
 

△ 
 

△ 

△ 
△ 
△ 
 

△ 

受取利息
　うち貸出金
　　　商品有価証券
　　　有価証券
　　　コールローン
　　　預け金

支払利息
　うち預金
　　　譲渡性預金
　　　コールマネー
　　　債券貸借取引受入担保金
　　　借用金

△ 
△ 

△ 
△ 

△ 
△ 
△ 

△ 

△ 

△ 
△ 
△ 
△ 

△ 

△ 
△ 

△ 

△ 

△ 
△ 
△ 
△ 

△ 

残高による増減 利率による増減 純増減

平成28年9月中間期

残高による増減 利率による増減 純増減

平成27年9月中間期

△ 

 
△ 
△ 

△ 
△ 

△ 

△ 
△ 

△ 

△ 

△ 

△ 

△ 

△ 
（注）残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。
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●利鞘

資金運用利回り
資金調達原価
総資金利鞘

（単位：%）

役務取引等収益
　うち預金・貸出業務
　　　為替業務
　　　証券関連業務
　　　代理業務
　　　保護預り・貸金庫業務
　　　保証業務
　　　投資信託・保険販売業務
役務取引等費用
　うち為替業務　

国内業務部門 国際業務部門 合　計

平成28年9月中間期

国内業務部門 国際業務部門 合　計

平成27年9月中間期

国内業務部門 国際業務部門 合　計

平成28年9月中間期

国内業務部門 国際業務部門 合　計

平成27年9月中間期

（単位：百万円）●役務取引の状況

●業務純益

業務純益

平成27年9月中間期 平成28年9月中間期

（単位：百万円）

（注）業務純益は、預金、貸出金、有価証券などの利息収支を示す「資金利益」、各種手数料などの収支を示す「役務取引等利益」、債券や外国為替などの売買損益を示す「その
 　　  他業務利益」の3つを合計した「業務粗利益」と、控除項目である「一般貸倒引当金繰入額」および「経費」から構成されています。なお、この「業務純益」は、銀行が
 　　  一般に公表する損益計算書の様式には設けられていません。

●営業経費の内訳

平成28年9月中間期

給料・手当
退職給付費用
福利厚生費
減価償却費
土地建物機械賃借料
営繕費
消耗品費
給水光熱費
旅費
通信費
広告宣伝費
租税公課
その他
計

平成27年9月中間期

●その他業務利益の内訳

平成28年9月中間期

国内業務部門
　商品有価証券売買益
　国債等債券売却損益
　国債等債券償還損益
　国債等債券償却
　金融派生商品損益
　その他
国際業務部門
　外国為替売買益
　国債等債券売却損益
　国債等債券償還損益
　国債等債券償却
　金融派生商品損益
　その他

△ 

平成27年9月中間期

△ 

△ 

（単位：百万円） （単位：百万円）

●利益率

平成28年9月中間期

総資産経常利益率
総資産中間純利益率

資本経常利益率
資本中間純利益率

（単位：%）（単位：%）

平成28年9月中間期平成27年9月中間期 平成27年9月中間期
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